
北海道運輸局
評価対象事業名： 令和５年度　混雑情報提供システム導入支援事業

地方運輸局等における
二次評価結果

⑤事業の今後の改善点 評価結果

十勝バス株式会
社

（事業実施内容）
・今回新たに１０両
にリアルタイム混雑
情報提供システム
を導入する。
（結果の概要）
・リアルタイム混雑
情報提供システム
を１０両に導入し、
より多くの方が不安
なくバスを利用でき
るようになった。

A

機器の車両への設置期
間を１０月いっぱいまで
見込んでいたが、納品
～設置までスムーズに
進み、９月末までに全１
０両への機器設置を終
了した。

A

目標として、『南商あかし
や線』の一月あたりの輸
送人員を12,300人（前年
比3%増）としていたが、集
計した令和5年10月の月
間輸送人員は16,090人で
あった。およそ35%の輸送
人員増加が見られた。こ
れは、混雑状況提供シス
テムを導入したことで利
用者が増加したためと推
定できる。

混雑状況提供システムの利
用促進を進めて、利用者の
利便性向上および、バス会
社・乗務員への混雑状況等
のお問い合わせを減らし、全
体的な業務効率改善に努め
る。

・自己評価のとおり、事業は計画どお
り実施された。
・混雑情報を活用し、効率的な運行を
図るとともに、より多くの路線で利用者
への情報提供が図られることを期待
する。
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